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Ⅰ .　イギリス・ロマン主義とアイルランド・ロマン主義
イギリスのロマン主義の定義には常に困難が付きまとってきた。古くはアーサー・O・ラブジョイ
とレネ・ウェレックの論争が想起される。ラブジョイは 1929年の PMLAの研究雑誌 39号の「複数
のロマン主義の区別」（‘On the Discrimination of Romanticisms’）という論文で，ロマン主義という概
念は意味が拡散しすぎていて，事実上無意味に近くなっている。単一のロマン主義という概念を想定
するのはもはや無理なので，「複数のロマン主義」（romanticisms）を想定しない限り議論は混乱する
ばかりであると論じた。それに対してウェレックは 1949年の『比較文学』（Comparative Literature）
の「文学史における『ロマン主義』の概念」（‘The Concept of “Romanticism” in Literary History’）で，
文学理論家らしくあくまでロマン主義期の支配的な内在的原理を追及すべきだと主張した。
その後のロマン主義研究は特に北米の研究者がリードし，ウェレックの路線が追及されたと言える
だろう。ノースロップ・フライの画期的なブレイク論『恐るべき均整』（Fearful Symmetry, 1947）， 想
像力と神話創造を中心としてホメロスからエミリー・ディキンソン，イェイツ，ウォラス・スティー
ヴンズまで網羅した，後に『同一性の神話』（The Fables of Identity, 1963）にまとめられた論考は，文
学全般のジャンルを総合的に体系化した『批評の解剖』（The Anatomy of Criticism, 1957）に発展した。
M・H・エイブラムズは想像力による内面表出をロマン主義の原理にすえて，文学史，思想史を横断
した『鏡とランプ』（The Mirror and the Lamp, 1953）を著し，20世紀後半のロマン主義研究の方向
を決定付けた。またそれ以後も『自然の超自然』（Natural Supernaturalism, 1973）や『照応の微風』
（The Correspondent Breeze, 1984）などの重厚な著作で想像力の表象を分析した。またフライを強力な
先行者とみなし，コーネル大学でエイブラムズの指導を受けたハロルド・ブルームは，『シェリーの
神話創造』（Shelley’s Mythmaking, 1959）を皮切りに，旺盛な研究活動を開始した。『幻影の仲間たち』
（The Visionary Company, 1961）では，ブレイクからキーツ，さらにはトマス・ラベル・ベドーズや
ジョン・クレアまでの主要なロマン派詩を網羅的に，しかもブレイクを基準として読解した。ブルー
ムはその後，『イェイツ』（Yeats, 1970），『ウォラス・スティーヴンズ』（Wallace Stevens, 1977）と批
評の領域を広げ，『影響の不安』（The Anxiety of Influence, 1973）以降はロマン主義詩学に，独自の解
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釈を加えた精神分析とユダヤのカバラを加味した独自の文学理論を展開するようになった。それは
シェイクスピア批評を中心とした近年の批評でも変わらず，最新作の『影響の解剖』（The Anatomy 
of Influence, 2011）でも，T・S・エリオットのような反ロマン主義を標榜した詩人・批評家ですらロ
マン主義の枠の中で位置づけてしまうような，強力で独自な批評空間を構築している。
これら 3人の 20世紀後半のロマン主義批評をリードした大批評家に共通する点は，ブレイク，シェ
リーといった，ロマン派詩人でも新プラトン主義的で想像力至上主義的な傾向が強い詩人の影響が顕
著な点である。研究の出発点がこの二人であったフライとブルームは言うまでもなく，エイブラムズ
の代表作『鏡とランプ』の表題は，この二人の影響から出発したW・B・イェイツが『オクスフォー
ド近代詩選集』（Oxford Book of Modern Verse, 1936）で使った言葉であることを想起すれば納得でき
る。こうした想像力と，内面表出を重視する批評的路線の中で，ブレイク，ワーズワス，コウルリッ
ジ，バイロン，シェリー，キーツの 6大詩人をキャノン化し，その他の詩人や，チャールズ・ラム，
ハズリットやド・クインシーなどの散文を主とする文学者を 6大詩人たちの衛星として位置づけるロ
マン主義観が確立した。
だが 6大詩人といっても全員が同等であるわけではなく，なかでもバイロンは『貴公子ハロルド
の遍歴』（Childe Harold’s Pilgrimage）のヨーロッパの風景を背景にした叙情的な感情漂白は評価され
ても，彼の詩業の大きな部分を占める諷刺詩や，アレクサンダー・ポープへの敬意といった側面は，
ロマン主義とは異質な部分として議論の対象から外れる場合も多かった。またこのロマン主義観で
もワーズワスはロマン主義最大の詩人ではあり，彼の想像力や「時の地点」（spots of time），「力強
い感情が自ずと溢れ出たもの」という表出的文学観は議論の中心になるが，『叙情民謡集』（Lyrical 
Ballads）の序文で賞賛される地方の民衆の言葉や，バラッド文学への着目は後景に退きがちであっ
た。
こうしたロマン主義観に対する批判は大別すると二つの方向からなされた。ひとつはジャック・デ
リダを震源とする，いわゆるデコンストラクションの批評である。ブルームのイェール大学の同僚で
あったポール・ド・マンは『盲目と明察』（Blindness and Insight, 1983），『ロマン主義の修辞』（The 
Rhetoric of Romanticism, 1984）などの著作で，ロマン派の詩の言語と修辞を綿密に検討し，それまで
の批評が前提としていた詩人の内面や，超越的な想像力といったものが言語と修辞によって構築され
たものであり，詳細に分析すると内部に矛盾と曖昧性が内包されていることを明らかにした。この批
評の潮流は J・ヒリス＝ミラーという強力な批評家の実践により，1970年代後半から 1980年代前半
に主に北米の学会で全盛を誇ったが，かつてのニュー・クリティシズムと同じように，言語分析に終
始しているという批判や，ド・マンの 1983年の急死と，その後に彼の戦時中の対ナチ協力的な活動
の暴露などが重なって勢いは急速に衰えた。
もうひとつの大きな批判はやはり 1983年に出されたジェローム・マクガンの『ロマン主義のイデ
オロギー』（The Romantic Ideology）で，デコンストラクションとは逆に，言語以外の歴史や社会の文
脈の考察が従来の批評では盲点になっているという批判だった。フライ―エイブラムズらの批評はロ
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マン主義詩人の価値観を無批判に前提としているので，彼らの本質的な批判ができないというのがマ
クガンの主張である。当時の歴史的動乱や矛盾は詩人の想像力では超克できず，その矛盾にこそ批評
の糸口を求めるべきだとマクガンは主張した。この主張はマリリン・バトラーの『ロマン主義者たち，
反乱者たち，反動家たち』（Romantics, Rebels, and Reactionaries, 1981）などとともに，その後の新歴
史批評やカルチャラル・スタディーズに影響を与え，ロマン主義批評でも階級やジェンダーの問題に
以前より大きな注目が集まり，多くの忘れられていた女流詩人や文筆家が近年再評価されている。
さらに近年注目を集めているのがナショナリティの問題である。6大詩人をキャノンとする過程で
抜け落ちたのは階級やジェンダーの問題だけではなかった。イギリス・ロマン主義という場合，この
イギリスはイングランドのことに他ならない。マレー・ピトックは 2008年の『スコットランドとア
イルランドのロマン主義』（Scottish and Irish Romanticism）で，ロマン主義研究がイングランドに焦
点を合わせた結果，スコットランドとアイルランドのナショナリティの独自性の考察が抜け落ちてし
まったと指摘する。その証拠として，19世紀から 20世紀前半までバイロンとほぼ同等の評価がされ
ていたロバート・バーンズが，イングランドの 6大詩人がキャノン化する中で見事に周辺的存在に転
落したことをあげている 1）。
確かにロマン主義の時代にイングランド，スコットランド，アイルランドを同列に語るのには無理
がある。スコットランドは，スコットランド王ジェイムズ 6世がイングランド王ジェイムズ 1世に即
位した時点で一体となったとはいえ，清教徒革命，名誉革命でスチュアート王家は処刑，王位剥奪の
運命に遭遇したことは周知の事実である。こうした不満を封じ込めるために 1707年にイングランド
との併合法案が強行されるが，18世紀半ばまでジャコバイトの動きを完全に鎮圧することはできな
かった。また 18世紀後半以降ではアダム・スミス，デイヴィッド・ヒュームらのスコットランド啓
蒙主義や，『ブラックウッズ・エディンバラ・マガジン』や『エディンバラ・レヴュー』がそれぞれ
独自の論調を展開するなど，その文化的風土はイングランドとは際立っている。
アイルランドにおいてはさらに相違は大きく，テューダー朝の植民から，オニール，オドンネル
などの地元貴族の反乱，1498年のポイニング法による議会の制限，クロムウェル軍の王党派カト
リックの掃討作戦，ウィリアム王戦争，その後の刑罰法によるカトリック住民の徹底的な公民権の
制限は歴史に大きな傷跡を残した。18世紀の末期には一連のカトリック救済法により，部分的に刑
罰法は緩和され，1782年にはグラッタン議会の成立で一定の自治を獲得するものの，1798年のユ
ナイテッド・アイリッシュメンの反乱と，1800年のアイルランド併合法案で歴史は完全に逆戻りし
た。しかも併合法との交換条件だったカトリック解放による公民権の回復は完全に口約束に終わっ
た。これはまさにロマン主義期の只中の出来事であり，イングランド・ロマン主義の前提である啓蒙
合理主義の風潮や，産業革命による社会変動との落差はあまりにも大きい。そこで本稿ではトマス・
ムーア（1779−1852）， ジェイムズ・クラレンス・マンガン（1803−1849），サミュエル・ファーガソン
（1810−1886）， トマス・デイヴィス（1814−1845）の 4人の詩人の作品と時代を概観しながら，アイル
ランドにおけるロマン主義の独自のあり方を検討する。
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Ⅱ．トマス・ムーアと曖昧な過去
ムーアはロマン派第一世代とほぼ同じ世代で，主にイギリスで活動し，バイロンの親友となり後
に伝記を著すなど，交友関係でもイギリス・ロマン派の一人といえる。しかも『アイリッシュ・メ
ロディーズ』（Irish Melodies）を通じて，その名声と人気はイギリスはもとより，ヨーロッパ，北米
にまで鳴り響いていた。ムーアの両親はダブリン中心部で紅茶や雑貨を扱うカトリックの商人であっ
た。これは官界や法曹界，軍人からカトリックが締め出されていた当時では，唯一の社会的安定の道
であった。教育熱心な母親の後押しでサミュエル・ホワイトのグラマー・スクールに学んだムーアは
才能を発揮し，1795年にカトリックとしてはトリニティ・カレッジ・ダブリンに入学した最初の世
代となる。それまでは刑罰法でカトリックの高等教育は禁じられていた。エドマンド・バークやユナ
イテッド・アイリッシュメンのウルフ・トーンが活躍したトリニティの弁論クラブで，ムーアは一年
上級のロバート・エメットと知り合い懇意となる。エメットもユナイテッド・アイリッシュメンに加
入しており，ムーアも『ノーザン・スター』『プレス』などのユナイテッド・アイリッシュメン系の
雑誌に匿名で詩を投稿する。
1798年になるとユナイテッド・アイリッシュメン反乱の情報を掴んだイギリス政府は弾圧の動き
を開始する。2月に『プレス』編集長アーサー・オコーナーが逮捕され，翌月はダブリンの本部が摘
発される。4月には知的エリートへの革命思想の伝播を警戒して，トリニティ・カレッジの学生の個
人面談による思想調査が行われた。活動の実態を知られれば逮捕，退学は免れないムーアは機転を利
かせて何とか難を逃れた。しかし武力蜂起には批判的だった穏健派のリーダー，エメットは逃亡して
地下に潜行した。追い詰められたユナイテッド・アイリッシュメンは 5月 23日に蜂起するが，歴史
でも類がない過酷な鎮圧作戦に遭遇し，9月までに約 3万人が殺害されたと推定されている。死体は
リフィー川の両岸に見せしめのために晒された。事態を重く見たイギリス政府はカトリック解放を餌
にカトリック教会を説得してアイルランド議会の承認を取り付け，1800年にアイルランド併合法案
を成立させる。しかしジョージ 3世の反対のため，カトリック解放は実現しなかった。アイルランド
議会の解散に伴って，アイルランド上流階級はイギリスに移住し，ダブリンは富と活気を大きく失っ
た。これには穏健派であったエメットも態度を硬化させ，フランス逃亡の後，1803年に蜂起するが
逮捕され，絞首刑の末に斬首される。これはムーアの心に生涯癒えることのない傷跡を残した。ロマ
ン主義の前提には啓蒙合理主義による産業革命や，社会の近代化による急激な変動が存在するが，ア
イルランドの情勢は時計の針が逆戻りしたといってよい。グラッタン議会の成立により，現在のダブ
リンの基盤の大部分を築いた繁栄の時代は，蜂起弾圧と併合法によりあっけなく終わり，情勢はそれ
以前より悪化した。
ムーア自身は 1799年にトリニティを卒業すると，法律の勉強のためロンドンのミドル・テンプル
法学院に入学した。しかし法律の勉強よりも，持ち前の社交性と歌声を生かして，アイルランド貴
族でホイッグ党の有力政治家モイラ卿や，イギリス皇太子（後のジョージ 4世）の知遇を得た。トリ
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ニティ時代から暖めていたギリシア詩人アナクレオンのオード詩の翻訳を 1800年に出版し，皇太子
に献呈している。翌年には 21歳で夭折した詩人トマス・リトルの遺稿集という体裁で『故トマス・
リトル氏詩集』（The Poetical Works of the Late Thomas Little, Esq.）を出版する。これらの作品の大き
な特徴は，当時としては非常に官能的恋愛詩が多い点である。当時 15歳のバイロンは衝撃を受けて，
これらを耽読した。『エディンバラ・レヴュー』で好色な堕落した詩と酷評したフランシス・ジェフ
リーに，ムーアは決闘を申し込んだが，直前に警官に取り押さえられ未遂に終わった。しかし見逃し
てはならない点は，それらに混じってところどころで放浪と死のイメージが突然顔を出す点である。
My fates had destined me to rove 放浪こそがわが定め，
A long, long pilgrimage of love;2） 長い，長い愛の巡礼。
 （‘The Shrine’） （「祠」）
That shield is blushing with murderous stains; 盾は人殺しの血で赤く染まり，
　Long has it hung from the cold yew’s spray; 　冷たい糸杉の枝から下がる。
It is blown by storms and wash’d by rains, 嵐に吹かれ，雨に洗われても，
　But neither can take the blood away!3） 　その血は拭い去れない。
 （‘The Shield’） （「盾」）
これらの詩を見て分かることは，詩集全体の官能性は陽気で社交的なムーア自身の資質であると同
時に，蜂起とその顛末で死の恐怖を味わって内向した彼のエロス（生きる本能）が何者かに急き立て
られるかのように，性愛の官能性となって噴出していることである。それは丁度，晩年のキーツの詩
が結核による死を意識しているがゆえに切迫したエロティシズムを結晶させているのに似ている。
しかしムーアが本領を発揮するのは 1808年に第 1集が出た『アイリッシュ・メロディーズ』から
である。これは出版社のパワー兄弟の求めに応じて，エドワード・バンティングの『アイルランド古
楽集成』（A General Collection of the Ancient Irish Music, 1797）などから拾ったメロディーにムーアが
歌詞をつけて，ジョン・スティーヴンスン（のちにヘンリー・ビショップ）が編曲したものである。
バンティングは 1792年にベルファスト・ハープ・フェスティバルを組織して，失われようとしてい
た古老のハープ音楽を採譜した。従って多くの旋律は純然たる伝承音楽である。これは瞬く間に評判
となり，後に親友となるバイロンと並ぶ名声をムーアにもたらしたが，有名になる代償も当然支払わ
ねばならなかった。特にイェイツが『アイルランド詩歌集』（A Book of Irish Verse, 1895）の序文で「上
質な応接間の歌，パルナッサスの密輸品で飾り立てた可憐さ」と切り捨てたことは，その後のムーア
の評価に決定的なダメージとなった。イェイツの酷評にも理由がないわけではない。それまでの詩集
と違い，この歌集でムーアはアイルランド性を正面にすえているが，そのイメージはどこかイギリス
などの外からの視線を意識した，曖昧で限定されない遠い過去という印象を与える。例えば，もっと
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も有名な歌のひとつ，「かつてタラの広間に竪琴は」（‘The Harp That Once through Tara’s Halls’）は
このように始まる。
The Harp that once through Tara’s halls かつてタラの広間に竪琴は
　The soul of music shed, 　魂の調べを放ったが，
Now hangs as mute on Tara’s walls, 今は音もなくタラの壁にかかる。
　As if that soul were fled.--- 　まるであの魂を失ったかのように。
So sleeps the pride of former days, 昔日の誇りは眠り，
　So glory’s thrill is o’er, 　栄光のときめきは失せた。
And hearts, that once beat high for praise, かつては賞賛を求め高鳴った心は
　Now feel that pride no more.4）  　今はあの誇りを感じない。
もちろんメロディーに制約される歌であるという面は考慮されなければならないが，竪琴やタラの
遠い過去のイメージが淡い敗北感のなかに漂っている。歌の最後は「竪琴の唯一の鼓動は／怒りで
心が張り裂け／まだ生きていることが明らかとなるとき」と結ばれ，復活と反抗の可能性が示唆され
る。しかし，その時期はかつての栄光が定かならない過去であったのと同じように，不確かな未来に
眠っている。しかし逆に言えば，この限定されないことが，どの読者にもこの淡い敗北感と復活の期
待をある程度は共有することも可能にしている。これが『アイリッシュ・メロディーズ』の爆発的な
人気の秘密であると同時に，その詩的限界でもあった。これはジョエプ・レアセンが「自己異国化」
（auto-exoticism）と呼ぶものに非常に近い。レアセンによれば，それは「自己の際立った点，特徴の
概念をひとつにまとめるために，普通ではない，特殊でエキゾティックな経験の側面に自分のアイ
デンティティを探求すること」5）である。それは自己探求の第一歩として，自分から距離を置いて見
る行為に他ならない。それはムーアのようなカトリック都市中産階級にとっても，イギリスなどの外
国の読者にとっても，エキゾティックで架空の過去なのである。イェイツのような後の世代にとって
は，それは読者に迎合する媚びた姿勢に映ったかもしれないが，前例のない詩的空間を構築しつつあ
るムーアには，この曖昧な過去が必要であった。
しかも，この曖昧さには理由がないわけではなかった。それは次の歌を見るとよく分かる。
Oh! breathe not his name, let it sleep in the shade, ああ，その名を口にするな，影に眠らせよ，
Where cold and unhonour’d his relics are laid: 冷たく栄誉もなく遺骸が横たわるところで。
Sad, silent, and dark, be the tears that we shed, われわれの涙が悲しく無言で暗かろうとも，
As the night-dew that falls on the grass o’er his head. その頭上の草に落ちる夜露のように。
But the night-dew that falls, though in silence it weeps, だが無言で落ちる涙の夜露は，
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Shall brighten with verdure the grave where he sleeps; 彼が眠る墓を緑で輝かせよう。
And the tear that we shed, though in secret it rolls, われわれが密かに流す涙は，
Shall long keep his memory green in our souls.6） 魂に彼の記憶をいつまでも緑に保つ。
ここでも曖昧な敗北感と微かな希望の構図は変わらず，一読してもここで「彼」と呼ばれている人
物は特定できない。しかし，この「彼」がロバート・エメットであり，詩のメッセージはエメットが
ムーアとの別れ際に残した言葉，「今は話したり，書いたりするときではない。無言で行動するとき
だ」7）を踏まえていることを知る読者には，それ以外の読者とは一線を画した，いわば共犯関係にも
似た連帯感が生じる。しかし，曖昧な過去を隠れ蓑にしているとはいえ，エメットの蜂起から数年し
か経ていない段階で，この詩が公にされたことは驚くべきことである。こうして中流階級の応接間で
の成功の影で，この「彼」が何者かを知る読者の間に「想像上の共同体」が密かに形成されつつあっ
た。その証拠に後に触れるが，ムーアの曖昧な過去の世界に頻出する「隷属」「鎖」「解放」などのイ
メージは 19世紀以後の政治的言説のキー・ワードになっていく。それは併合法によってイギリスの
一部に法的になってしまったアイルランド人の自己探求の第 1歩でもあった。
Ⅲ．ジェイムズ・クラレンス・マンガンのイメージと象徴
ムーアがイギリス・ロマン派第 1世代の年代であるのに対して，マンガン（1803年生まれ），ファー
ガソン（1810生まれ），デイヴィス（1814生まれ）は，1809年生まれのアルフレッド・テニスンや
アメリカのエドガー・ポーに近い世代である。特にマンガンは彼らと同じく後期ロマン派の特徴を顕
著に備えている。マンガンもムーアと同じくダブリンの商人階級出身で，父親は雑貨商を営んでい
た。マンガンはイエズス会神父の学校でラテン語，フランス語，イタリア語，スペイン語を学んだが，
父親が投機に失敗し経済的に逼迫したため，彼は 15歳から代書屋に勤めに出なければならなかった。
エメットが蜂起に失敗して処刑された年に生まれたマンガンはまさに併合法以後の世代である。アイ
ルランド議会解散によって上流階級が移住して空洞化したダブリンの経済は大きな打撃を受けた。グ
ラッタン議会の繁栄期に裏通りから表通りのオーンジアー・ストリートに店舗を移したムーアの父親
も，ムーアが学業を終えて程なくして店舗を畳んでいる。
マンガンはその後も法律事務所などに勤めるが，生活のための事務仕事には生涯悩まされる。そん
な単調な生活の唯一の慰めがリーバスやエニグマと呼ばれる謎々詩で，専門誌に投稿を掲載するのが
楽しみであった。そのため，マンガンの作品はその後も異様なまでに修辞的に技巧を凝らす傾向が見
られる。作品は次第に謎々歌から脱皮して，翻訳や創作に移行し，民俗学者ジョージ・ピートリーの
『ダブリン・ペニー・ジャーナル』誌や『アイリッシュ・マンスリー・マガジン』誌などにも発表の
場を獲得する。ユニオニスト系の『ダブリン・ユニバーシティ・マガジン』には 1834年から「ドイ
ツ詩文集」（‘Anthologia Germanica’）という連載を開始し，ゲーテ，シラーやドイツ・ロマン派の作
品を翻訳紹介した。この雑誌にはペルシャ語，トルコ語の作品も紹介したが，多くはドイツ語からの
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重訳，ないしは翻案である。
『ダブリン・ペニー・ジャーナル』誌への執筆を通じて，ピートリー，ユージン・オカリー，ジョ
ン・オドノヴァンら，陸地測量局の民俗学者と知り合い，マンガンは 1838年から 1841年まで，測量
局の文献整理や翻訳を手伝うことになった。ここで彼は大量のアイルランド語文献と出合うことにな
る。彼自身はアイルランド語の知識はなかったが，他人の直訳に自由に技巧を凝らした詩の翻訳は，
原詩の持ち味を生かした独自の作品として高く評価されている。何より，ムーアには知りえなかっ
た，トマス・キンセラが「二重の伝統」と呼ぶ，アイルランド語と英語の伝統に直にマンガンは触れ
ることができた。ムーアの「自己異国化」による曖昧な過去は，マンガンに至って明確な輪郭を備え
たイメージに結晶している。「黒いロザリーン」（‘Dark Rosaleen’）や「キャサリン・ニ・フーリハン」
（‘Caitilin Ni Uallachain’）の強烈なイメージは，その独特の韻律とも相俟ってイェイツらに鮮烈な影
響を与えた。
O, my Dark Rosaleen, わが黒いロザリーンよ，
　Do not sigh, do not weep! 　嘆くでない，泣くでない。
The priests are on the ocean green, お坊さまは青い海の上，
　They march along the Deep. 　大海原を進み行く。
There’s wine....from the royal Pope, 法皇さまからのワインも，
　Upon the ocean green; 　青い海の上。
And Spanish ale shall give you hope, スペインのエール酒は希望を与えよう，
　My Dark Rosaleen! 　わが黒いロザリーンよ，
　My own Rosaleen! 　私の，私のロザリーンよ，
Shall glad your heart, shall give you hope, その酒は心弾ませ，希望を与えよう，
Shall give you health, and help, and hope, 健勝と助けと希望をもたらそう。
　My Dark Rosaleen! 8） 　わが黒いロザリーンよ。
これはエリザベス朝末期の 9年戦争の武将，レッド・ヒュー・オドンネルが女性に見立てたアイル
ランドへ呼びかけ，鼓舞しているのだと知れば，「法皇さまからのワイン」「スペインのエール酒」が
軍事的援助を意味していることが明らかとなる。薔薇の赤は美の象徴であるばかりではなく，レッ
ド・ヒューが撃破するイングランド軍の血の色とも重なる。このイメージはイェイツの「神秘の薔薇」
（‘The Secret Rose’），「時の十字架の上の薔薇」（‘The Rose upon the Rood of Time’）だけでなく，「1916
年のイースター」（‘Easter 1916’）の「恐るべき美」（terrible beauty）にも大きな影を落としている。
1841年に補助金削減で測量局の仕事を失ったマンガンは，1942年から 1846年までトリニティ・カ
レッジの図書館に勤務する。1842年からはヤング・アイルランドの機関紙『ネイション』，1846年か
らはジョン・ミッチェルの『ユナイテッド・アイリッシュマン』に寄稿し，作品は政治性を増して
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いった。しかし不安定な生活，酒や薬物の乱用は，緑色の眼鏡や重い外套，とがった帽子といった異
様な外観と相俟って，マンガンは破滅型詩人の典型ともなった。若き日のジョイスはそこに疎外され
た芸術家という，自らの先駆者を見出した。大飢饉のさなかに猛威を振るったコレラで 1849年 6月
に倒れたマンガンの晩年の心象は荒涼たる「シベリア」（‘Siberia’）に端的に表されている。
In Siberia’s wastes シベリアの荒野では，
　The Ice-wind’s breath 　氷の風の息吹が
Woundeth like the toothèd steel. 歯のついた鋼のように切りつける。
Lost Siberia doth reveal 見捨てられたシベリアには，
　Only blight and death. 　ただ荒廃と死があるのみ。
Blight and death alone. 荒廃と死，それだけ。
　No Summer shines. 　夏の輝きはなく，
Night is interblent with Day. 夜は昼と入り混じる。
In Siberia’s wastes alway シベリアの荒野ではいつも，
　The blood blackens, the heart pines.9） 　血は黒く固まり，心は萎える。
この作品は 1846年 4月の『ネイション』に発表されたが，このイメージは晩年のマンガン自身の
荒廃した心象であるばかりではなく，大飢饉が猛威を振るう当時のアイルランドのイメージでもあ
る。マンガンはロマン主義的な民族的アイデンティティのイメージ形成を大きく前進させただけでは
なく，詩的技法の面ではポーと同じく限りなく象徴主義に接近している。
Ⅳ．トマス・デイヴィスと想像上の共同体
ファーガソンのほうがデイヴィスより 4歳年上だが，デイヴィスが 1845年に早世したのに対して，
ファーガソンは 1886年まで長生きし，晩年も旺盛に創作を続けたので，デイヴィスのほうを先に論
じる。デイヴィスはイギリス人軍医の息子で，トリニティ・カレッジ・ダブリンに学び，1838年に
法曹界入りした。ファーガソンと同じくプロテスタントであるが，政治的姿勢は明確にナショナリス
トであり，1841年にオコンネルのリピール運動に参加した。運動の内部でチャールズ・ギャヴァン・
ダフィー，ジョン・ブレイク・ディロンらとヤング・アイルランドを結成し，1842年にその機関紙
『ネイション』を創刊した。『ネイション』には毎週彼の詩が掲載され，デイヴィスは同紙の精神的
支柱となった。オコンネルがリピール運動の総決算に予定されていたクロンターフの大集会をロバー
ト・ピール首相の圧力で中止したことや，カトリックにも門戸を開いたクイーンズ大学構想を，カト
リック聖職者教育をしない「神なき大学」と批判したことで，ヤング・アイルランドはオコンネルと
1845年 5月に決別した。しかしデイヴィスは同年 9月に猩紅熱で惜しまれながら 30歳で急死した。
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 デイヴィスの作品の一番の特徴は，それらの多くが小気味の良いバラッド・スタイルで書かれ
ていることである。これには彼なりに熟慮した狙いがあった。「アイルランドの歴史バラッド」（‘A 
Ballad History of Ireland’）という評論で，彼は年齢を問わず楽しめる歴史バラッドの重要性を説いて
いる 10）。それは高価な本を購入しなくとも民族の歴史を分かりやすく，感情を込めて教えてくれる
ジャンルである。さらに「アイルランドのバラッド詩歌」（‘Ballad Poetry of Ireland’）では，彼がバラッ
ドに託したのは国民的な詩であることが分かる―「ある国に国民的詩歌がないということは，この国
が絶望的につまらない国であるか，まったく地方根性しか持ち合わせていないことを証明する」11）。
デイヴィスにとって，「想像上の共同体」の要になるものがバラッド詩なのである。
彼の詩は一見すると若い才気に任せて一気に書き上げた印象を受けるが，彼の一連のバラッド詩に
関する評論を読むと，メロディーへの歌詞のつけ方，脚韻の用い方，コーラスの効用，ムーアのど
こを真似し，どこを真似るべきでないかといった，テクニカルな細部にわたって綿密な考察がなさ
れている。だが彼の偉大なところは，こういった技術論がともすれば忘れがちな根本を常に忘れてい
ないことだろう。詩の構造，真実，色付けといったものを列挙した後で彼は言う，「しかし，バラッ
ドを単に美しいもの以上にするには，それ以外のものが必要だ。それは『力』を持たねばならない。
偉大な行為への強い情熱，大胆な創意，生き生きとした共感，これらは人間の全生涯，全性質の結
果だ」12）。そして彼には，どんな技術論も凌駕する「力」があった。ムーアが嘆きのレトリックとし
て用意した「隷属」「鎖」「解放」は，力溢れるイメージに復活した。「国家よ再び」（‘A Nation Once 
Again’）は，併合法によって自治議会という最低限の民族の存在基盤を失った国民が，それを想像力
によって回復する詩である。これをロマン主義的な想像力の代償行為と呼ぶのは間違っている。それ
は代償行為という消極的なものではなく，あるべき姿を未来に投企する積極的な言葉の行為である。
出自や宗派を超えてアイルランド人を一体化するという意味では，「ケルト人とサクソン人」（‘Celts 
and Saxons’），「オレンジとグリーンが時代を担う」（‘Orange and Green Will Carry the Day’）は現代
でも貴重なメッセージを失わない。そのため政治的背景が異なるファーガソンもデイヴィスを評価
し，彼が 1845年に夭逝したときは痛切な追悼詩を執筆した。ムーアが歌詞の符牒で共犯的に暗示し，
マンガンが束の間の霊感で象徴したものを，デイヴィスは評論で方向性と目標を与え，詩作でそれを
実現化した。過去をテーマとしても，デイヴィスの詩は必ず未来を存在させてしまう。ウルフ・トー
ンを追悼した「トーンの墓」（‘Tone’s Grave’）は次のように締めくくられる。
In Bodenstown Churchyard there is a green grave,  ボーデンズタウンの教会墓地に緑の墓がある。
And freely around it let winter winds rave―  冬の風は墓の周りで思うままに叫ぶがいい。
Far better they suit him― the ruin and gloom, ―  それがこの男にはお似合いだ。廃墟と闇が。
TILL IRELAND, A NATION, CAN BUILD HIM A TOMB.13）  アイルランドが国家として彼の墓を作るまで。
しかし，30歳という年齢はデイヴィスのさまざまな可能性を実現するにはあまりにも短すぎた。
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多くの評家が言うように，壊滅的な大飢饉の惨状と，ヤング・アイルランドの蜂起の惨めな敗北を見
ずに死んだことは，ある意味で幸福でもあった。彼の見果てぬ夢は後世に託された。
Ⅴ．サミュエル・ファーガソンと神話世界の構築
ファーガソンはムーアやマンガンとは出自が大きく異なる。二人がダブリンの不安定なカトリック
中流家庭に生まれたのに対して，ファーガソンはベルファストのアングロ・アイリッシュ・プロテス
タント地主の家庭に生まれた。ロンドンのリンカンズ・イン法学院とトリニティ・カレッジ・ダブリ
ンで学び，法曹界入りしている。しかも 1848年に彼はギネス財閥の娘，メアリー・キャスリンと結
婚し，1859年には勅撰弁護士，1867年にアイルランド公文書館の副館長に任命された。1878年には
ナイトの称号を授与され，1881年にロイヤル・アイリッシュ・アカデミーの院長に就任した。
まさに 19世紀のアングロ・アイリッシュとして理想的な生涯であったといえる。しかし出身階級
に安住していたなら詩人ファーガソンは決して誕生しなかった。それは 1833年に『ダブリン・ユ
ニバーシティ・マガジン』に寄稿した散文，「アイルランド・プロテスタントの頭と心の対話」（‘A 
Dialogue between the Head and Heart of an Irish Protestant’）に明らかである。この作品ではカトリッ
クに安易に同情する「心」に「頭」が忠告を与える。まさにアングロ・アイリッシュという分裂した
存在を直截に言い当てている。デクラン・カイバードはこの作品をイェイツの「自己と魂の対話」（‘A 
Dialogue of Self and Soul’）のソースのひとつと喝破しているが 14），ファーガソンの着眼点の確かさ
を物語っている。やがてこの着想は 1880年の『詩集』（Poems）では「二つの声」（‘Two Voices’）の
良心と魂の対話に発展している。
1834年，彼は『ダブリン・ユニバーシティ・マガジン』に，ジェイムズ・ハーディマン監修のア
イルランド語詩の翻訳集『アイルランド吟遊詩集』（Irish Minstrelsy）の書評を 4回に分けて掲載し，
訳が不正確で原詩の味わいを伝えていないと痛烈に批判した。彼の理想はアイルランド詩の韻律をで
きるだけ英語で再現することだった。彼は生涯にわたり民俗学に関心を持ち，1830年代前半は陸地
測量局の活動を無償で手伝った。時にはマンガンにアイルランド語詩の直訳を提示したこともある。
最晩年も聖パトリックやオガム文字の研究を続けた。
民俗学への興味はオドノヴァンらを介して『レンスターの書』などの神話伝説の知識をもたらし，
1872年の長編詩『コンガル』（Congal）などの創作の着想を与えた。クーフリン，ディアドラ，ファー
ガス，妖精シー，破ると呪いが降りかかるゲッサなど，イェイツの作品でお馴染みの神話的人物たち
やテーマのほとんどはファーガソンが先鞭をつけていた。マンガンはいくつものアイルランド詩を奔
放なインスピレーションと技巧で忘れがたい詩に仕上げた。しかしアイルランド語の知識の限界と短
い生涯のために，その作品の総体は部分的で，断片的なものに終わった。ファーガソンの場合，神
話世界の創作への導入はより体系的で，後進の詩人たちに参照の枠組みを提供するのに十分なもので
あった。こうしてムーアが着手した曖昧な過去へのアイルランド人のアイデンティティの探求は，マ
ンガンの鮮烈な象徴性を持つが断片的な作品，デイヴィスの理想主義的な想像上の共同体を経由し
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て，ファーガソンの奥行きと実体のある神話空間に到着した。
しかもハーディマンを痛烈に批判したように，ファーガソンは単に主題だけでなく，韻律や文体に
も細心の注意を払う詩人であった。例えば，長編詩『コナリー』（Conary）は次のように始まる。
Full peace was Erin’s under Conary,  コナリーの治めるエリンは平和そのものだった。
Till― though his brethren by tender tie だが同じ乳母の優しい絆で結ばれた義兄弟，
Of fosterage― Don Dessa’s lawless sons, ドン・デッサの無法な息子たち，
Fer-ger, Fer-gel, and vengeful Fergobar, フェアガー，フェアゲル，執念深いフェアゴバーを，
For crimes that justly had demanded death, 当然死罪の罪を犯しながら，温情の裁きで，
By judgment mild he sent in banishment; コナリーは流罪としてしまった。
Yet wrung his own fraternal heart the while. 義侠の心を痛めるも，
Whose brothers, Ferragon and Lomna Druth, 今度は実の兄弟，フェラゴンとロムナ・ドルスが，
Drawn by affection’s ties, and thinking scorn 情の絆に引きずられ，
To stay behind while others led the way 武勇の冒険に遅れを取るまいと，
To brave adventure, in their exile joined.15） 流罪の義兄弟の後を追った。
一読して非常にうねうねと迂回した文体であることが分かる。特に 2行目で接続詞が連続し，最
後から 3行目で分詞構文が連結されて故意に論理関係を撹乱するように組み立てられている。これは
因果関係が不明確なまま進行していく，神話伝説の文体をファーガソンが再現しているからである。
これは明らかに『オシンの放浪』（The Wanderings of Oisin）の頃のイェイツに大きな影響を与えてい
る。しかも，この作品はアルスター神話群に属する古代アイルランドのサガ『赤い館の崩壊』（Togail 
Bruidne Da Derga）に取材しているが，単に神話を再話するだけにとどまらず，統治のあり方が国の
存亡を左右するという同時代的テーマを視野に入れている。ファーガソンはイギリスとの関係を維
持したまま，アイルランドの自治の権限を確立するという立場を取っていたが，大飢饉の際はあまり
のイギリス政府の無策振りに抗議して，1848年にプロテスタント・リピール協会を設立して，併合
撤回を訴えた。彼はまさにヴィクトリア朝のアングロ・アイリッシュ・リベラリズムを体現した人物
だった。
Ⅵ．結び
ロマン主義の前提が啓蒙合理主義と，それを体現した産業革命による社会変動だとすると，18世
紀から 19世紀のアイルランドはイングランドとは非常に異なる状況にあったことが分かる。グラッ
タン議会の自治と繁栄は束の間に終わり，ユナイテッド・アイリッシュメンの反乱への過酷な鎮圧と
アイルランド併合が社会と経済の沈滞を招き，時計の針は逆戻りした。その恐怖と荒廃を直に経験し
たムーアは，明確に歌えないことを逆に武器にして，密かなメッセージを歌に乗せ一般読者に浸透し
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ていった。
マンガンは併合法以後のアイルランド社会を呪われた詩人として生き，そのロマン主義的心象風景
を時には象徴主義に近い筆致で描いてジョイスの先達となった。また陸地測量局の民俗学者と交友し
たことにより，アイルランド語詩に接し，それらを自由に翻訳，翻案することで独特の詩の世界を築
き，ムーアより明確な形で民族の想像力を再構築する先鞭をつけた。
デイヴィスはヤング・アイルランドとその機関紙『ネイション』を牽引し，評論でアイルランド国
民詩としてのバラッドの理念と方法を定式化し，詩作で実践した。それは周到であると同時に，何よ
り力と躍動感溢れるものであり，政治的に立場の異なるものも惹きつける魅力があり，その夭折が惜
しまれた。彼はある意味で，併合後の停滞の時代から，オコンネルのカトリック解放の大衆運動，カ
トリック解放の実現，リピール運動の高揚の躍進の時代の申し子であった。しかし，リピール運動が
最高潮を迎えるはずだったクロンターフの大集会へのピール首相の緊急中止命令から時代の針はまた
逆回転を始めた。クイーンズ大学をめぐって，ついにオコンネルとヤング・アイルランドは 1845年
に決定的に決裂した。デイヴィスはこの年に急死し，オコンネルも 1847年に亡くなった。
前後して未曾有の大飢饉が到来し，アイルランド社会は再び中世以前に逆戻りしたといってよい。
このあたりは産業革命，アメリカ革命，フランス革命の波乱の時代から，ナポレオン戦争終結，1832
年の選挙法改正を経て，ヴィクトリア朝の安定と繁栄のブルジョアの時代に徐々に移行し，それとと
もにロマン主義も徐々に希薄化するイングランドとは大いにアイルランドの事情は異なっている。デ
イヴィスの遣り残したことは，ファーガソンが彼自身民俗学研究者であった利点を生かして，神話世
界の構築という形で継続した。それは精緻で体系的なもので，イェイツらに格好の足場を与えたが，
デイヴィスの持っていた躍動感には幾分欠けるものであった。しかし併合以後に活躍した 4人の詩人
を概観して言えることは，時代の前進，逆行の荒波をくぐりながら，アイルランド人という国を失っ
た民族の共通の想像力を深化し，詩に定着するという営為が継続してなされ続けたということであ
る。それはイングランドのロマン主義詩人たちのように，超越的な想像力を備えた個人の内面を確立
するという以前に，個人の拠って立つ共同体を想像力によって構築することに力点が置かれている。
これは近代化先進国のイングランドと，イングランドの近代化の影響と政治的外圧への対抗が優先せ
ざるを得なかったアイルランドの歴史的位相の相違によるものだろう。
ロイ・フォスターはイェイツが「クール・パークとバリリー，1931年」（‘Coole Park and Ballylee, 
1931’）で「われわれは最後のロマン派だった」と書いたとき，彼は自分たちの前に最初のロマン主
義者たちがいたことを知っていたのだと述べている 16）。イェイツの言葉はともすると老境に入った
大詩人のレトリックと解釈されるが，フォスターの見解は正しい。イングランドとは違う形であれ，
何よりも想像力でしか解決できない現実がアイルランドに存在したことをイェイツはよく知っていた
からである。
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Abstract
The Problems of Irish Romanticism: Thomas Moore, James Clarence Mangan, 
Samuel Ferguson and Thomas Davis
Oikawa, Kazuo
The definition of Romanticism has always been controversial. For example, Arthur O. Lovejoy said 
Romanticism denoted too many meanings to be defined as a uniform literary thought and proposed plu-
ral romanticims, whereas René Wellek insisted upon pursuing intrinsic principles of Romanticism. Post-
war North American scholars led by Northrop Frye, M.H. Abrams and Harold Bloom canonised the 
Big Six Romantic Poets, William Blake, William Wordsworth, Samuel Taylor Coleridge, George Byron, 
Percy Bysshe Shelley, and John Keats by establishing the expressive Self and the creative Imagination 
as the dominant principles of Romanticism. 
This critical tradition was very influential and dominated the scholarly discourses in the latter half of 
the 20th century.  However, this tradition was criticised by two camps. The first ones are deconstruction-
ist critics, such as Paul de Man and J. Hillis Miller, who explored the rhetorical elements of the Self and 
the Imagination by scrutinising Romantic poetry very closely. The second ones are cultural studies-ori-
ented critics, such as Jerome McGann and Merylin Butler, who insisted upon the importance of history, 
class, and gender. Recently Murray Pittock and others claim Scottish and Irish Romanticisms should be 
considered separately in their own historical and social contexts. In this paper, the development of Irish 
Romanticism will be discussed by surveying the works of Thomas Moore, James Clarence Mangan, 
Samuel Ferguson and Thomas Davis in terms of history and politics in the first half of the 19th century.   
Moore was born in a Catholic middle class family who rose during the Grattan parliament period, and 
the first Catholic generation that enrolled Trinity College Dublin, where he made friend with Robert 
Emmet, a United Irishman. Influence by him, Moore secretly contributed to some United Irishmen 
papers. Directed by the Dublin Castle, the TCD authority made a political thought investigation of the 
students, which Moore narrowly passed unsuspected. However, Emmet fled from TCD and the revolt of 
the United Irishmen ended in a disastrous failure. Agitated by the revolt, the British government passed 
the Act of Union, thereby abolishing the Irish parliament in 1800. Emmet organised another revolt in 
1803, but was arrested and brutally executed. These unfortunate events traumatised Moore throughout 
his life. He was made hugely popular by publishing Irish Melodies. Some songs included in it covertly 
allude to Emmet and the revolts, disguised in a vague past, which enables the readers to participate in 
an imagined Irish community lost in the present through complicity.
Mangan was also from the Catholic middle class, but his father’s failure in speculation forced him to 
struggle with poverty all through his life. His poetry symbolically reflects the austere mentality of the 
poet living in the period between the post-Union depression and the Great Famine. His free translations 
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of Gaelic poetry presented through the Ordnance Survey scholars are remarkable poetical achieve-
ments in a more Irish way than the poetry of Moore’s.
Davis tried to establish ballad poetry as a vehicle to promote an imagined community of Irish people. 
Even when he deals with a past episode, his gaze is directed to the future when a lost nation will come 
back real. His poems based on his mastery of technicalities are full of force and passion above all, 
showing a firm direction towards a political goal, which was absent in Moore’s or Mangan’s poems. His 
energetic and amicable personality attracted many people, and Ferguson wrote a poignant elegy for his 
early death at the age of 30. 
Ferguson was basically a Protestant Unionist and successful lawyer, graduated from TCD. However, 
he was so alarmed at the British government’s negligence of the Great Famine that he actually estab-
lished the Protestant Repeal Association. When young, he cooperated with the Ordnance Survey and 
acquired a vast and accurate knowledge of Irish folklore and archeology. So he systematically used Irish 
mythological materials. Moreover, his poetic style, imitating that of Gaelic poetry, shows distinctly Irish 
characteristics. 
These four poets, as shown above, contributed much in their own ways to the development and deep-
ening of Irish literary consciousness and identity, which gave W. B. Yeats and other poets and writers 
during the Revival period valuable frames of reference and examples at the start.
